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辿戦予定第1回顎口腔システム

第2回予備的岐合診沓

第3回BioestheticDentistryの第一原則:StableCondylarPosition(SCP)

第4回下顎の回避パターン(AvoidancePattern)とコンタクトガイダンス(ContactGuidance:CTG)

→第5回BioestheticDentistryの第二原則：固有感覚性アンテリアガイダンス(ProprioceptiveAnteriorGuidance:PAG)の確立
第6回BioestheticDentistryの第三原則：遺伝的歯冠形態(GeneticToothForm)

第7回(特別企画i)BioestheticDentistryにおけるフルマウス・リコンストラクション

は じめに

自然における最高レベルで健康な顎口腔システム

の姿を深く調べていくことは，それ自体，行く手に

多くの発見を伴う果てしない旅のようである．その

旅に必要なものは，自然に対する好奇心と理解への

飽くなき探求心だけである．驚異の醤が開くとき，

われわれ生物学に生きる歯科医師は，今まで不可能

であると認識されていたことを実現できる可能性が

ある．今回は,1佼合に関する固定観念というサン

グラスを外し，人間の顎口腔システムにおける，誕

生から永久歯列完成までの約12年にわたる神秘的で，

奇跡的なドラマを眺めていくことにしよう．

1.Proprioception(固有感覚）とは

生体に備わる感覚の種類を感覚器の存在部位に

従って分類すると，以下の3つのグループに分け

られる．1つ目はI喫覚，視覚，聴覚，平衡感覚，味
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覚などの脳神経が関与する感覚で，これらは｢特殊

感覚｣と呼ばれる．2つ目は自律神経が司る｢内臓感

覚」と呼ばれる感覚で，内臓痛覚と臓器感覚からな

る．3つ目は，感覚神経が司る身体組織，すなわち

皮闘，粘膜，筋，腿骨'膜，関節蕊などに存在す

る，さまざまな受容器の興奮が体性感覚神経によっ

て中枢に伝えられて生じる感覚で，「体性感覚」と呼

ばれる．この体'性感覚のなかで，生体自らの運動

によって，主として関節や筋などに存在する深部受

容器が興奮して生じる感覚をproprioceptionと呼ぶ．

Proprioceptionという語は，ラテン語で｢自己自身

の｣を意味する"propritts"を語源とする生理学用語で，

固有受容とか固有(受容)感覚と訳される(以下｢固有

感覚｣)．

たとえば，目を閉じて両手をたたき合わせてみる．

特に驚くことではないであろう．しかし，これを実

行するためには，どの瞬間においても目の前に広が

る透明な三次元空間座標上のどの位置に左右の手が

あり，どのようにそれらの手を動かせばよいのか，
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